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１ 基本方針 

 公益財団法人宮崎県機械技術振興協会は、機械金属工業の技術指導、調査研究等を

行うことにより、本県機械金属工業の振興を図り、もって本県経済の活性化と地域社

会の健全な発展に寄与することを目的として、次の事業を行う。 

(1) 機械金属工業の技術指導及び調査研究 

(2) 機械金属工業に関する情報及び資料の収集 

(3) 公設工業支援施設の管理運営 

(4) その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 令和７年度は、第５期指定管理期間の２年度目として宮崎県機械技術センター（以

下「センター」という。）の管理運営を行う。 

また、企業の意見や要望を積極的に取り入れ、関係機関との緊密な連携を図りなが

ら、時代のニーズにあった事業を実施し、地域の「ものづくり」技術の向上を図る。 

センターの更なる充実を図るため、｢材料試験｣の継続維持と｢材料分析｣、｢精密測

定｣の強化に努めるとともに、新しいデジタル技術を使って、企業のデジタルものづく

りを推進する。併せてＤＸ推進の支援等も行う。 

 

２ 事業計画 

(1) 管理運営の体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 (2) 職員構成  （令和７年４月１日予定） 

・所長          １名 

・事務局長        １名 

・協会職員     （技術）   ３名 

・有期雇用職員 （技術）   １名 

・無期雇用職員 （事務）   １名     合計７名 

 
 

 (3) 事業の概要 

ア 機械設備の利用に関する業務 

 センターに設置されている機械設備の利用について、受付、操作指導、料金の徴

収を行うとともに、設置機器の保守点検等の業務を行う。 

所 長 

機械加工 精密測定 

理事会 

業務推進委員会 

企画情報 

評議員会 

設計支援 
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機械設備の利用は、平日昼間だけでなく、夜間・休日等の時間外利用にも対応す

る。 

・利用件数：３７０件 

・主な設備：ＣＮＣ三次元測定機、表面粗さ測定機、輪郭形状測定機、ラピッド

プロトタイピング装置、ＥＤＳ付き低真空走査電子顕微鏡、蛍光Ｘ

線分析装置（エネルギー分散型）、赤外顕微鏡付きＦＴ－ＩＲ、油

圧式万能試験機（１００トン）、精密万能試験機（１０トン）など 

 

 

イ 機械金属工業に係る知識及び技術の習得に関する業務 

① 技術相談及び技術指導 

技術相談については、企業から持ち込まれる技術的課題の解決に向けた支援

を行う。様々な分野の技術相談に応えるために関係機関とより一層の緊密な連携

を行う。 

・実施件数：３４０件 

・実施時期：企業からの相談希望に基づき随時実施 

技術指導については、センターに設置されている機械設備の利用に際して、

利用者に機器の基本的な操作方法等の技術的指導を行う。初めて設備を利用する

技術者向けと繰り返し利用する技術者向けにより高度な操作法を指導する場合の

２通りで対応する。また、必要に応じて職員を企業に派遣し、製造現場で機器操

作等に関する指導を行う。 

・実施件数：１７０件 

・実施時期：企業からの指導要請に基づき随時実施 

 

② センター機械設備の取扱研修 

センターに設置されている機械設備の測定原理、装置の構造、操作方法等に

関して研修を実施する。 

研修の内容及び期間については、企業ニーズ等を踏まえて設定することとし、

受講者と協議して研修プログラムを作成する。 

・実施件数：８回、年間受講者延べ３０人 

・実施時期：企業からの受講希望に基づき随時実施 

 

研 修 例 実施時期 

CNC 三次元測定機の操作技術研修 

随 
 
 
時 

SolidWorks 操作基礎研修 

油圧式万能試験機（１００トン）の操作研修 

高精度 3 次元形状測定機の取扱い操作研修 

ラピッドプロトタイピング装置の取扱い研修 

赤外分光分析法（マクロＡＴＲ法）に関する技術研修 

EDS 付き低真空走査電子顕微鏡の操作研修 

赤外顕微鏡（FT-IR）の操作研修 

３Ｄスキャナーの操作研修 
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③ 技術講習会及び技術セミナーの開催 

技術講習会や技術セミナーの開催方法としては講師を直接招くことに加え、

動画配信、リモート開催など Web も利用する。 

技術講習会については、ものづくり企業の現場技術者を対象に最新の設計・

生産技術、ICT 技術、分析技術の紹介を行い、現場で活用していただくことを目

的として開催する。講習会のテーマについては、企業巡回訪問等の聞き取り内容

等を考慮して、要望の高いテーマや、最新の技術動向に関するテーマを設定する。 

・開催回数：５回、年間受講者１００人 

 

講 習 会 名 実施時期 

新規材料試験機の紹介・基礎応用Ｗｅｂセミナー 第１四半期 
FT-IR とラマン分光法の基礎・分析比較(新規導入機器：ラマン分光光度計

の紹介) Ｗｅｂセミナー 
第１四半期 

タッチプローブによる機内計測セミナー及び相談会 第２四半期 

業務自動化展示会・セミナー 

～人協働ロボット、ＵＶインクジェットプリンタの紹介～ 
第３四半期 

３Ｄスキャナーのご紹介Ｗｅｂセミナー 第４四半期 

 

技術セミナーについては、ものづくり企業の経営者や技術幹部を対象に、県内

外のものづくり企業の先進的な取組事例や模範的事例、最先端技術、ＤＸの基

礎・活用事例等の紹介を内容として、関係機関と連携して開催する。 

・開催回数：１回 

・開催時期：１１月 

 

④ 専門家等派遣による現場指導及び技術伝承 

企業が抱える技術的課題や人材育成に対し、専門家又は熟練技能者による現

場指導あるいは技術伝承によって、技術力向上や技術者の育成を支援する。 

・実施件数：９回 

・実施時期：企業等からの派遣希望に基づき随時実施 

 

⑤ ものづくりに係る品質向上の指導 

工作機械等の加工精度が維持できているか確認するため、当センター内の定

期校正した精密測定器を用いて加工物の検査評価を実施する。また、企業からの

要請に基づいて検査装置を企業の現場に持ち込み、機械の精度検査や調整の指導

を行う。さらに、加工した製品の検査に用いる各種ゲージや精密測定器具の精度

確認、校正方法等を指導する。 

・実施件数：５件 

・実施時期：４月～３月 

 

⑥ 試験研究又は共同研究 

ものづくり企業における技術イノベーションによる新事業創出や製造上の課

題解決等を図るために、外部資金研究や共同研究を行う。得られた研究成果は、

必要に応じ技術情報誌等により企業へ広く提供する。 
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⑦ 技術情報の収集及び提供 

先進地の視察調査や外部機関が開催する各種講習会・展示会に参加し、最新

の技術動向等に関する情報の収集を行う。これらの情報は技術情報誌、メールマ

ガジン、企業巡回訪問等を通じて広く周知する。 

・実施件数：先進地技術調査 ３回、新技術導入研修 ４回 

・実施時期：４月～３月 

 

⑧ 宮崎県工業技術センターとの連携 

企業が抱える技術的な課題を効率的かつ効果的に解決していくため、宮崎県工

業技術センターと連携して、技術相談の共同対応、機械設備の相互利用、企業の

共同巡回訪問等を随時実施する。また、同センターの研究成果の普及に協力す

る。 

・実施時期：企業からの相談・依頼に基づき随時実施 

 

⑨ 企業巡回訪問 

企業が抱える課題やニーズを把握するとともに、センター業務を広く周知し

ていくため、企業巡回訪問を実施する。訪問の際、明らかになった個々の企業の

抱える技術的課題については、宮崎県工業技術センター等関係機関と連携し、速

やかな解決を図る。 

・実施件数：年間訪問企業 延べ８０企業 

・実施時期：４月～３月 

 

⑩ 研究会運営の支援 

県内中小企業が抱える生産性向上、人材育成、販路開拓等の課題を改善する

ため、宮崎県工業会県北地区部会の新事業・販路開拓分科会に参画し、分科会運

営の支援を行う。今年度も、県北地区での展示会、講演会開催などのさまざまな

活動を支援する。 

 

⑪ 機械技術センター業務の公開・周知 

ホームページや技術情報誌、メールマガジン等によりセンター業務の情報公

開・発信を行う。また、見学希望者には積極的にセンターを公開して業務の周知

を図る。 

・ホームページ更新    １０回 

・技術情報誌発行       １回 

・メールマガジンの発行  １０回 

・見学者の受け入れ    

 

⑫ 利用者満足度調査 

センターの管理運営業務の改善の参考とするため、センター利用者を対象と

した満足度調査を実施する。調査結果及び評価・分析した内容は、速やかに県に

報告するとともに、できるだけ管理運営の改善に反映させる。 

・実施回数：１回 

・実施時期：１０月 
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⑬ 業務推進委員会 

今後のセンターの方向性やあり方等の指針とするため、業務推進委員から意見を

聴取する。その結果をもとに、センター運営の充実や改善を図る。 

・開催回数：１回 

・開催時期：１月 

 

 

ウ 研究開発・新技術導入促進に関する業務 

① 産学金労官のネットワーク強化及びイノベーション創出に係る事業の企画実施 

「宮崎県産業イノベーションプラットフォーム」に参画する機関との連携を

密にして随時、情報交換を行うとともに、県内に埋もれた技術シーズを発掘し、

事業化の支援を行う。 

また、プラットフォームを通して県や関係機関が実施する事業の新事業創出

を支援する事業に参画し、県内企業に対し広く周知する。 

 

② 産学官連携による研究開発の促進 

県内外の大学等が持つ優れた技術シーズと県内の企業ニーズをマッチングす

る場を宮崎大学等との共催により検討する。 

また、技術シーズに関心のある企業については、必要とする技術を有する企

業や大学等との「橋渡し」を行い、共同研究開発や外部資金研究獲得等に向けた

様々なフォローアップを行う。 

・マッチング支援件数：５件 

・実施時期：４月～３月 

 

③ 補助金申請・外部資金獲得支援のコーディネート 

企業や支援機関との連携強化を図り、国・県・市等の事業競争的資金等の獲

得を目指す企業を支援する。また、これらを活用した共同研究の支援に努めるな

ど、コーディネート機能の役割を担う。 

・実施時期：４月～３月 

 

 

エ 材料試験及び検査測定に関する業務 

ものづくり企業や建設・土木企業等からの依頼により、種々の金属材料、コンク

リート、合成樹脂等の材料強度等の検査測定を行い、試験成績書を交付する。これ

に加えて、より高度な材料分析のニーズに対応するため、複数の機器を使いこなし

ながら、多角的な材料分析が実施できるように専門的技術の向上を図る。 

・依頼試験試料数：５００試料 

・主な試験内容：引張試験、曲げ試験、コンクリート圧縮試験、硬さ試験、顕微鏡

試験、その他検査測定  
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３ 管理業務の実施に関する経費の支出予算 

   

事業関連 

収入の部   （単位：千円） 

科     目 予 算 額 前年度当初予算額 比較増減額 

機械技術センター管理運営

受託事業収入 
67，918 67，746 172 

収入合計 67，918 67，746 172 

 

支出の部   （単位：千円） 

科     目 予 算 額 前年度当初予算額 比較増減額 

機械技術センター管理運営

受託事業費 
67，918 67，746 172 

  

給料 22，957 22，066 891 

職員手当 10，431 11，171 -740 

共済費 6，177 6，869 -692 

報償費 480 400 80 

旅費 711 620 91 

需用費 6，149 6，140 9 

役務費 692 668 24 

委託料 11，861 11，468 393 

使用料及び賃借料 4，390 4，274 116 

備品購入費 220 220 0 

負担金 150 150 0 

公課費 3，700 3，700 0 

支出合計 67，918 67，746 172 

 


